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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 
本論文は「高層建築物が周辺低層市街地の温熱環境に及ぼす影響に関する観測と数値解析」と題し、

以下の 7 章から構成されている。 
第 1 章「序論」では、我が国の市街地再開発の現状として、大都市部のみならず地方中小都市におい
ても駅前の中心市街地に高層建築物が建設されていることを述べるとともに、高層建築物に関する法
規制や環境影響評価の現状について概観している。そのうえで、都市生活者にとって著しく快適性が
損なわれる可能性がある夏季と冬季の温熱環境については、高層建築物の建設による影響は十分明ら
かにされておらず、各自治体の環境影響評価においても評価対象となっていないことを指摘している。
以上の背景を踏まえて本研究の目的を述べるとともに、対象市街地として駅前再開発において高層建
築物が建設され周辺低層市街地との高さのギャップが存在する茨城県土浦市の中心市街地を選定する
こと、及び研究方法として現地での観測と数値解析とを併用することを述べている。 
第 2 章「航空機リモートセンシングと数値解析による高層建築物周辺の表面温度分布の把握」では、
温熱環境に影響を及ぼす主要な要因である表面温度分布に着目し、高層建築物の周辺低層市街地の表
面温度分布の特徴を調べている。まず、航空機リモートセンシングにより取得した夏季と冬季の熱画
像より表面温度分布の実態を明らかにしたうえで、熱収支解析により表面温度分布形成のメカニズム
を分析している。その結果より、冬季において、航空機リモートセンシングにより観測された高層建
築物の広大な日影部の表面温度が、熱収支解析により算出された値よりも低温であることを示し、そ
の原因として、観測値の表面温度には高層建築物周辺の微気候の影響や地表面の蓄冷効果が寄与して
いる可能性と、熱収支解析では局所の微気候、すなわち気温と気流の空間分布を考慮していないこと
が実態との差を生じさせている点について考察している。 
第 3 章「冬季における高層建築物周辺の温熱環境の実測」では、冬季に低温の地表面が観測された高
層建築物周辺に形成される温熱環境の実態を明らかにするため、自転車を用いた移動実測により気温、
風速、放射収支の分布を調査している。上向き長波長放射量の計測結果より把握できる地表面温度に
関して、高層建築物の日影部の低温領域は航空機リモートセンシング観測の結果と一致すること、及
び日中を通して日影部には気温も低下した空間特有の微気候が形成されていることを明らかにしてい
る。そして、計測地点ごとに、放射収支と気温との関係を調べた結果より、上向き長波長放射量と気
温とには日中において相関関係があることから低温の気温場がその場の地表面温度に大きく依存して
いることを確認し、地表面と近傍空気との局所的な熱交換により冷気が生成されている可能性を指摘
している。 
第 4 章「熱収支解析と CFD の連成解析手法に関する検討」では、建物や地表面と近傍空気との熱交換
を数値シミュレーションにより再現するために、熱収支解析と CFD(数値流体力学)との連成解析の方法
について検討を行っている。熱容量が大幅に異なる地表面の材料と空気との間の対流による熱交換の
解析を行うために、各表面における 24 時間の非定常の熱収支解析と、各時刻における定常の非等温 CFD
シミュレーションとを連成させる方法を採用することとし、乱流モデルやメッシュ性状、建物形状の
影響について解析的に比較検討を行ったうえで、次章の解析に使用するのに適したモデルや計算条件
を提示している。 
第 5章「高層建築物周辺の温熱環境の形成機構に関する熱収支・気流の連成解析」では、3章までに確
認された高層建築物の日影部における低温の地表面と冷気に関する形成機構を明らかにするために、
熱収支と気流の連成解析を適用している。その結果、日影部の地表面や高層建築物の北側壁面にて空
気が冷却され、特に日影空間が高層建築物の風下側になるときに冷気の生成が起こりやすいことを明
らかにしている。また、連成解析を行うことで気温と気流の空間分布の影響と、地表面材料の非定常



的な伝熱特性が反映されることで、地表面温度の低下傾向がより現れることが確認でき、地表面近傍
の局所の熱交換と蓄冷現象が、それぞれ低温の温熱環境形成に寄与していることを明らかにしている。 
第 6 章「高層建築物周辺の微気候を考慮した温熱環境評価」では、高層建築物周辺の市街地において
熱収支・気流の連成解析を実施した結果に基づき、冬季における温熱環境を熱的快適性の視点から評
価している。その結果、従来の環境影響評価で適用される日影やビル風の評価指標では問題ないと判
断される日影部の領域においても、冬季の典型的な気象条件のもとで熱的快適性の評価指標である標
準新有効温度 SET*を用いると 90%以上の人が不快と感じる温熱状態にあることを示し、高層建築物の
環境影響評価において温熱環境を考慮することの重要性を論じている。 
第 7 章「結論」では、各章で得られた知見と結果を総括して結論を述べるとともに、今後の課題を示
している。 
以上要するに、本論文は、単棟の高層建築物が周辺低層市街地の温熱環境に及ぼす影響を明らかに

し、温熱環境を考慮して建設時の環境影響評価を行うことの重要性を指摘するものであり、建築・都
市環境工学分野への貢献が大きい。よって本論文は、博士（工学）の学位論文として十分な価値があ
るものと認められる。 
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